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・

・

・ 生活圏・活動圏

国道２４号は、

る延長約１６０

奈良県五條市は

ていますが、広域

速道路が未整備

規格の高い道路

交通渋滞や交通

五條道路は、京

自動車道の一部

計画された自動

広域的な都市圏

和、交通安全の確

図ることを目的

 

事 業 の 目 的 
 京都、奈良、和歌山の連携強化による広域的な都市圏の活性化 

 交通混雑の緩和、交通安全の確保 
拡大による地域の活性化 

京都市を起点とし、奈良市を経由して和歌山市に至

ｋｍの主要幹線道路です。 

、紀ノ川沿いに広がった平野を中心に人口が集中し

的な幹線道路は２車線の国道２４号のみであり、高

な地域であることから、生活圏・活動圏の拡大のため

の整備が求められています。また、国道２４号では、

事故が多発しています。 

都・奈良・和歌山を結ぶ延長約１２０ｋｍの京奈和

として、奈良県五條市
ご じ ょ う し

居傳
い で

町
ちょう

から五條市
ご じ ょ う し

畑田
はたけだ

町
ちょう

間に

車専用道路で、京都、奈良、和歌山の連携強化により

の活性化を図るとともに、国道２４号の交通混雑の緩

保及び生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化を

に計画された高規格幹線道路です。 

1

N 



 

 

 

・起終点  

   

・計画延長   

・幅員   

・構造規格   

・設計速度   

・車線数   

・全体事業費 
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計 画 の 概 要 

起点）奈良県五條市
ご じ ょ う し

居傳
い で

町
ちょう

 

終点）奈良県五條市
ご じ ょ う し

畑田
はたけだ

町
ちょう

 

Ｌ＝７．９ｋｍ 

Ｗ＝２２．０ｍ 

第１種２級（自動車専用道路） 

Ｖ＝１００ｋｍ／ｈ 

４車線 

約７７０億円 

紀ノ川

五條西ＩＣ

L=3 .4
【計 画 図】
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都
 富
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林
五
條
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都
 五
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北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至京都市

五條ＩＣ

五條北ＩＣ

(

起)

五
條
市
居
傳

ご

じ

ょ
う

し

い
で

町
ち
ょ
う

6km

五 條 道 路   L = 7 . 9 k m  

L=4 .47km
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※ＩＣ名はすべて仮称 
【標準断面図】



 

 事 業 の 経 緯 及 び 進 捗 
 

 

１． 事業の経緯 

・昭和４８年度 事 業 化 五條
ごじょう

バイパス L=6.4km 

・昭和６２年２月 都市計画決定（第１種第３級） 

・昭和６３年度 用地着手  

・平成元年 「一般国道の自動車専用道路」 

として整備計画決定 

・平成２年度 工事着手  

・平成３年１月 都市計画変更 五條
ごじょう

道路L=7.9km 

  （第１種第２級） 

 

 

２．事業の進捗 

・事業進捗 ５９％（平成１５年度末現在） 

・用地進捗 ９１％（面積ベース、平成１５年度末現在） 

 

 

３．関係機関との調整等 

五條道路の用地買収にあたり、公図が全線にわたり混乱し

ていたことから、公図の訂正を含め、用地買収に時間を要

しました。また、一部には任意買収の困難な案件もあり、

早期に用地取得を完了させるため、現在土地収用法に基づ

く手続きを進めています。 

また、ほぼ全線にわたり埋蔵文化財が分布しており、発掘

調査を行いながら、事業を進めてきました。 
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現在の状況 

Ｎ
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 五條市5万人の 

森林公園事業 
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１．社会的背

（１）沿線地

 【沿線地域
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33,737 34,125 33,824 33,887 34,545 35,734 35,205

Ｓ４５ Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２

人)

事業を取り巻く社会状況 
景 

域の人口及び自動車保有台数の推移 

の人口】 

人口推移は、ほぼ横ばいの傾向にあります。 

五條市の人口推移

有台数の伸び率】 

自動車保有台数は、着実に伸びています。 

移 

1.56

2.16

2.82

3.74

4.97

4.50

1.00
1.44

1.88

2.29

2.85

3.39
3.71

Ｓ４５ Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２

奈良県

五條市
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出典:近畿運輸局、国土交通省「自動車保有台数」
自動車保有台数の推
出典:国勢調査



（２）地域産業の状況 

五條市の地場産業は、「木材・木製品製造業」を中心に発展

してきましたが、近年、五條市の製造品の出荷は低迷してい

ます。 

70 ,243

60 ,834

54 ,258

6 ,110

42 ,686

37 ,759

31 ,171

15 ,688

0

10,000

20,000

30,000
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50,000
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70,000

80,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H14

製
造

品
出

荷
額

（
百

万
円

) 
 １

五條市の製造品出荷額の推移

 平成１４年五條市製造品出荷額 

順 位 業    種 製造品出荷額 比率 

1 木材・木製品製造業（家具を除く） 7,768 百万円 16% 

2 プラスチック製品製造業 6,375 百万円 13% 

3 化学工業 5,856 百万円 12% 

4 一般機械器具製造業 5,147 百万円 11% 

5 電気機械器具製造業 4,841 百万円 10% 

出典:奈良県統計課「工業統計調査結果報告書」 

品

」

「木材・木製品製造業」 

五條市の製造品出荷業種の中で最も製造

出荷額が大きいのは「木材・木製品製造業

です。 
分

さ

色

い

れ

 6
「吉野箸（割箸・祝箸）」 

 建築材を採った外側の端材部

（背板という）を加工して製造

れ、美しい木目の杉箸、優れた

沢の桧箸、ともに形のよさ、使

よさに優れ、昔から広く愛用さ

ています。 
出典:奈良県統計課「工業統計調査結果報告書」



（３）農産物の状況 

平成14年における奈良県内の柿の年間出荷量は24,900トン

で、和歌山県についで全国第２位のシェア（13％）を誇り、

全国の市町村別に見ると五條市は全国第４位となっています。 
 

府県別柿出荷量（Ｈ１４）

奈良 13%

福岡 11%岐阜 8%

愛知 7%

新潟 6%

愛媛 6%

福島 6%

山形 5%

長野 5%

和歌山 27%

その他 6%

20,300

㌧／年

24,900

㌧／年

52,800

㌧／年

 

 

 

市町村別柿出荷量（Ｈ１４）

かつらぎ町

西吉野村

橋本市

粉河町

豊橋市

九度山町

浮羽町

飯田市

羽茂町

五條市

その他

出
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出典：農林水産省統計データ 

かつらぎ町 16,600
西吉野村 12,400
橋本市 10,100
五條市 8,260
粉河町 7,110
豊橋市 6,790
九度山町 5,600
浮羽町 4,500
飯田市 3,970
羽茂町 3,960
その他 138,510
全国合計 217,800

市町村別柿出荷量（t）
典：農林水産省統計データ 



（４）沿線の主な観光資源 

奈良県全体の観光客数の伸びが横ばい状態にある中で、吉野

地域の観光客数は、近年、増加傾向にあり、平成１４年には約

１００万人もの観光客が国内外から来訪しています。平成１６

年７月には金
き ん

峯
ぷ

山寺
せ ん じ

・大峯奥駈
お お み ね お く が け

道
み ち

など「紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さ ん け い

道
み ち

」が世界遺産登録されたことから、今後も更なる観光客数の

増加が見込まれ、五條市はこの吉野地域の玄関口となっていま

す。 
 

高野山町石道

熊野那智大社
青岸渡寺
那智大滝
那智原始林

慈尊院
丹生官省符神社

金剛峯寺

熊野本宮大社

丹生都比売神社

S46 S50 S55
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世界遺産「紀伊

き い

山地
さんち

の 霊 場
れいじょう

と 

 

 五條道路 

 

 

 

 

 

 

吉野山
吉野水分神社
金峯神社
金峯山寺
吉水神社

大峯山寺

熊野速玉大社

補陀洛山寺

奈良県

吉野地域

S60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ14

3,821 3,795 3,739
3,536 3,549

99
95

83
74

86

年間観光客数の推移 

参詣
さんけい

道
みち

」 
吉野山
よしのやま

「金
きん

峯
ぷ

山寺
せ ん じ

」（吉野町
よしのちょう

） 

平成１６年７月には金
きん

峯
ぷ

山寺
せ ん じ

を含む「紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さんけい

道
みち

」が世界遺産に登録 
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【凡例】 

●登録遺産 
（茶字は登録遺産である
出典:奈良県観光課
参詣道のルート）



県

五條市

30分

（５）高度医療施設までの搬送状況 

五條市から最寄りの第三次救急医療施設までの搬送時間

は、橿原
か し は ら

市の奈良県立医科大学附属病院で約４８分の時間

を要しています。 

達 

 

府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本赤十字和歌山医療センター 

和歌山県立医科大学附属病院 

※

県

※各 IC 所要

※五條市役所

五條市

所所

近畿大学医学部附属病院
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奈良県立奈良病院 
奈良県立医科大学附属病院 

奈良県立医科大学附属病院 
到達圏域（現況）

県

送
五條市から最も近い第三次救急医療施設までの搬
第三次救急医療施設３０分到
奈良
和歌山和歌山
京都
入

時間は、H11センサス混雑時速度により算出 

※橿原市
かしはらし

 

奈良県立医科

大学附属病院

要要時時間間  ４４８８分分
（（距距離離 LL==２２３３kkmm））  
第三次救急医療施設とは、脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷等の重篤な患者を 24 時間 体制で受け

れ、高度の診療を提供する救急救命センター等の医療施設。 



２．現道の交通状況 

（１）五條市の道路状況 

五條市の広域幹線道路は、南北方向は新宮方面で国道１６８

号、大阪方面で国道３１０号、東西方向は国道２４号のみで、

高速道路の最寄りの各ＩＣまでは、７０分以上の時間を要し

ています。 
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五條市を中心とした広域ネットワーク図 
N
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面
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大阪方
新宮方面 

各ＩＣアクセス所要時

阪和自動車道

L=36.9km 

所所要要時時間間：：約約７７６６分分    

国道310号～170号～309号経由

美原
み は ら

北
き た

IC 五條市

国道 24 号・ 西名阪自動車道 

L=35.6km 

所所要要時時間間：：約約８８３３分分    

大和高田
や ま と た か だ

バイパス経由

郡 山
こおりやま

IC 五條市

阪和自動車
国道 24 号経由 

L=50.4km 

所所要要時時間間：：約約８８５５分分    

和歌山 IC

 
五條市

 五條市 

※各 IC 所要時間は、H11 セ

10
名古屋方面
間 

大阪方面 

 

名古屋方面

紀南方面

道 

 

ンサス混雑時速度により算出 



（２）国道２４号の交通量 

五條市の東西方向の主要幹線道路は国道２４号のみであり、

近年の交通量の推移は、乗用車、大型車ともに増加傾向で交

通容量を大幅に上回っています。 
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五條市新町 

五 條 道 路

五條市今井町 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

S52

大型

普通

14,966

2,828 

12,138 

12,204

2,126 

10,078 

 

ご じ ょ う し い ま い ち ょ う
S55 S58 S60 S63 H2 H6 H9 H11

車

車

五條市今井町(24 時間)交通量推移 

27,143
25,265

4,258

25,330

4,266
24,716

22,867 3,633 4,059
3,71519,975

S55 S58 S60 S63 H2

車

車

18,509
2,93416,719

交通容量（H11）

12,300 台/日

3,695
2,921 

14,814 17,041 19,152 20,65713,798 21,072 22,877 21,631 

五條市
ご じ ょ う し

新町
し ん ま ち

(24 時間)交通量推移 

20,535 20,240

交通容量（H11）

15,600 台/日
2,491

16,668

2,483

15,659

2,22913,750
12,577

17,764 2,662 3,065

2,0032,194
2,165 

11,81611,556 13,430 14,18510,412 

出

11
13,819
H6 H9 H11

 

15,273 17,470 17,578 

典：道路交通センサス 



（３）国道２４号周辺の渋滞状況 

至 京都市至 和歌山市

号
８
６
１
道
国

号
０
１
３
道
国

国道２４号

国道２４号

至 京都市至 和歌山市

国道２４号

国道２４号

Ｎ

紀ノ川

御所市

五條市

五条駅

大和二見駅

北
宇
智
駅

和歌山県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線

都
 富

田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

五條市の本陣
ほ ん じ ん

交差点、今井町
い ま い ち ょ う

交差点は主要渋滞ポイントとなっ

ています。 
 

 

 

 

 

250m 

1200m 

 
4  

 5  

 

町

 

 

 
※ＩＣ名はすべて仮称

 

 

点本  

Lmax：    100m

Tmax：11 分 10 秒

 

 

 

 

Lmax：   300m 

Tmax：9 分 20 秒 

Lmax：  1200m

Tmax：9 分 28 秒

Lmax：最大渋滞長 

Tmax：最大通過時間
Lmax：   500m 

Tmax：6 分 48 秒

 
写真② 

 

 
写真①

 写真④写真③ 

 

 

Lmax：   400m 

Tmax：3 分 07 秒 
Lmax：   250m

Tmax：8 分 26 秒Lmax：   300m

Tmax：4 分 08 秒

写真①【本陣交差点付近：京都方面】

写真②【本陣交差点付近：京都方面】

 12
写真③【今井町

写真④【今井町
今井町交差
陣交差点
主要渋滞ポイント
交差点付近

交差点付近
本 陣
今井
300m

00m
100m
300m
 00m
：京都方面】
：和歌山方面】



（４）国道２４号の交通事故発生状況 

五條市の国道２４号における交通事故は、市街地において

多発しています。 
【凡例】 

 

 13

Ｎ

紀ノ川

御所市

五條市

住居専用地域 

近隣商業・商業地域

準工業・工業地域

大和二見駅

北
宇
智
駅

和歌山県

奈良県

橋本市

 

市 荒坂線

県　西佐味中之線

都
 
富
田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

 

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 陣

町

町 

0

2

0

5

2

6

8

10

5

15

4

0

5

3

0

5

10

15

20

件数

事
故

件
数

県
境 

今
井
町

い
ま
い
ち
ょ
う

交
差
点
付
近 

本
陣

ほ
ん
じ
ん

交
差
点
付
近 

件数:約５００ｍの区間毎に発 
五条駅
今井
住川南
※ＩＣ名はすべて仮称
【H14 年の事故発生件数と発生箇所】 
3

8

3

住す

川
南

が
わ
み
な
み

町
交
差
点
付
近 

年間 ７９件

生した事故件数を集計



３．周辺の主な事業 

Ｎ

紀ノ川

御所市

和歌山県

奈良県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線

五條市は、大規模な住宅団地や工業団地の開発とともに、

公共施設等の整備を図ることにより、緑豊かな丘陵地を生

かした産業や教育・文化機能を併せ持った複合都市の形成

を目指し事業を進めています。 
 

都
 
富
田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

 南牧
  北宇智工業団地 

森林公園事業 

五條市 5万人の 

 南大和田園都市

岡地区 

  南
牧

 

 

 

 

 

 
【宅地開発】              

開発地区名 開発者 

南大和田園都市

牧野 A 南地区 
大和ハウス工業㈱

南大和田園都市 

牧野Ｂ南地区 

大和団地㈱ 

大和ハウス工業

南大和田園都市 

岡地区 

大和団地㈱ 

大和ハウス工業

エルベタウン 近藤産業㈱ 

開発地合計  

【工業地開発】 

開発地区名 開発者 

テクノパークなら 
奈良県及び奈良

土地開発公社

北宇智工業団地 大和ハウス工業

開発地合計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南
みな

岡
おか

牧野
ま き の

Ｂ地区 

南
みなみ

大和
やまと

田園都市

至 和歌山市 

五條
ごじょう

IC 

 

大和田園都市 
五條市

大和二見駅

野 A 地区

      

計画面

 92.6

㈱
23.1

㈱
94.0

17.1

226.8

計画面

県

 
88.7

㈱ 70.0

158.7

至

み

大和
やまと

田園

地区 

至 

写真
 

h

h

h

h

h

h

 

京

大和田園都市

野 B 地区
五条駅

北
宇
智
駅

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

写真①  エルベタウン 

 テクノパークなら 

写真② 

※ＩＣ名はすべて仮称 

                             平成１７年１月末現在 

積 計画戸数 計画人口 開発年 現在の状況 

a 1,012 戸 3,542 人 H12～H20 施工中 

a 405 戸 1,518 人 H 元～H4 
1,215 人 

345 戸 

a 1,668 戸 6,225 人 S56～S61 
4,660 人 

1,443 戸 

a 356 戸 1,255 人 H4～ 
692 人 

226 戸 

ha 3,441 戸 12,540 人   

積 計画区画数 計画就業人口 開発年 現在の状況 

a 31 区画 2,500 人 H1～H7 
26社  1,230人

(H16.4 現在) 

a 6 区画 1,000 人 H6～H14  

ha 37 区画 3,500 人   

京都市 

都市

エルベタウン

テクノパークなら 

至 京都市 

至 和歌山市

五條
ごじょう

北
きた

IC

写真②

都市 

① 
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４．地域における計画 

京奈和自動車道「五條道路」は、下記の計画に位置づけられ

ています。 
・奈良県新総合計画後期実施計画（平成１３年３月） 

「関西大環状道路」の一部を形成する京奈和自動車道などの整

備を積極的に推進。 

・なら・半日交通圏道路網構想（平成１１年６月） 

県内市町村の中心地どうしを２時間以内で結ぶための主要道

路ネットワークに位置付け。 

・五條市都市計画マスタープラン（平成８年３月） 

広域の交流ネットワークの形成・発展を支える交通の軸として

京奈和自動車道が位置付け。 

 

事業促進を要望する団体等 

期成同盟会等名称 会長 主な構成メンバー 

道路整備促進期成同盟

会奈良県協議会 

生駒市長 奈良県全域 11 市 18 町 17 村 

計 46 市町村 

京奈和自動車道整備促

進期成同盟会 

奈良市長 奈良県全域 11 市 18 町 17 村 

計 46 市町村 

内吉野土木協議会 五條市長 五條市、西吉野村、大塔村、野迫川村、十津川村 

計 5 市村 

葛城広域行政事務組合 大和高田市長 大和高田市、御所市、香芝市、葛城市、広陵町 

計５市町 

奈良県国道連絡会 橿原市長 奈良市、大和高田市、大和郡山市、天理市、橿原市、

五條市、御所市、生駒市、香芝市、桜井市、葛城市、

三郷町、斑鳩町、川西町、三宅町、田原本町、王寺

町、都祁村、山添村、十津川村、東吉野町、吉野町、

下市町、西吉野村、天川村、大塔村、下北山村、上

北山村、川上町、黒滝村、御杖村、高取町、明日香

村、河合町、大淀町、上牧町  

計 36 市町村 

京奈和自動車道建設促

進奈良県民会議 

奈良県商工会議

所連合会会長 

計 93 団体（民間団体等） 

奈良県道路利用者会議 奈良県バス協会

会長 

バス協会・タクシー協会、 

トラック協会 等１７団体 
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（最近の要望） 
平成１６年 ７ 月 京奈和自動車道建設促進奈良県民会議が京奈和自

動車道全線の早期完成を要望。 

平成１６年 ７ 月 奈良県国道連絡会が京奈和自動車道の早期完成を

要望。 

平成１６年 ７ 月  葛城
かつらぎ

広域行政事務組合が五條道路の早期完成を要

望。 

平成１６年 ８ 月  奈良県道路利用者会議が京奈和自動車道全線の早

期完成を要望。 

平成１６年 ８ 月  京奈和自動車道整備促進期成同盟会が五條道路の

早期完成を決議。 

平成１６年 ８ 月 道路整備促進期成同盟会奈良県協議会が京奈和自

動車道の早期完成を要望。 

平成１６年１０月  道路整備促進期成同盟会奈良県協議会、京奈和自動

車道建設促進奈良県民会議、京奈和自動車道整備促

進期成同盟会が、奈良県道路整備促進県民総決起大

会で京奈和自動車道等の整備促進を要望。 

平成１６年１０月  京奈和自動車道建設促進協議会、京奈和自動車道整

備促進期成同盟会、京奈和自動車道建設促進奈良県

民会議、道路整備促進期成同盟会奈良県協議会が、

京奈和自動車道建設促進東京決起大会で京奈和自

動車道全線の早期完成を要望。 

平成１７年 ２ 月  内吉野
う ち よ し の

土木協議会が五條道路の早期完成を要望。 
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１．連携

五條道

和歌山

短縮が
 N

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山

 

 

事 業 の 整 備 効 果 

強化による広域的な都市圏の活性化 

路を含む京奈和自動車道の整備により、京都、奈良、

の拠点都市間の高速移動が可能となり、大幅な時間

図られます。 

                   京奈和自動車道は、京滋バ

イパス、第二名神高速道路、

西名阪自動車道、近畿自動車

道紀勢線と接続し、高規格幹

線道路ネットワークとして一

体的に機能します。 

京奈和自動車道 

市 
17



２．交通混雑の緩和、交通安全の確保 

（１）交通混雑の緩和 

五條道路の整備により、五條市を通過する交通は、現道か

ら五條道路に転換することが考えられ、国道２４号の交通

混雑の緩和が図られます。 
 

 国道２４号の交通量の転換

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ

紀ノ川

御所市

和

五

五条駅

大和二見駅

宇
智
駅

條市

歌山県

奈良県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線

都
 富

田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

交 換 

主要渋滞ポイント 

今井町

本 陣

五條市の交通流動 

五條市

通過交通 １０千台/日 

内外交通 ３３千台/日 

約２３

約７７

出典:Ｈ１１道路交通セン

（五條道路通過（国道２４号通過） 

五條市内通過時間 

１１００分分短短縮縮 将 来 
 

通 況 

１５分 ５分 
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北

通量の転
※ＩＣ名はすべて仮称

％

％

サスＯＤ
五條市内

過時間現
） 



（２）交通安全の確保 

五條道路の整備により五條市を通過する交通が現道から

五條道路に転換することにより、現国道２４号の交通安全

の向上が図られます。 
 

Ｎ

紀ノ川

御所市

五條市

五条駅

大和二見駅

北
宇
智
駅

和歌山県

奈良県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線

都
 富

田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

本 陣
写真①,②

※ＩＣ名はすべて仮称

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真①【本陣交差点付近：京都方面】 
写真②【本陣交差点付近：京都方面】 
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３．生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化 

 （１）都市間の時間短縮による地域の活性化 

五條道路を含む京奈和自動車道の整備により五條市と奈

良市などの主要拠点都市との所要時間は大幅な短縮による

地域の活性化を支援します。 
 

 京  N

 

 
兵   

和歌山市
和 県

２２４４分分７０分

五條市

奈良市

橿原市

２２９９分分

５  

主要拠点都市への所要時間 

 五條市からの所要時間短縮状況 

 所要時間（現在） 整備後

五條市－奈良市（49km） ９８分 ２９分

五條市－橿原
かしはら

市（29km） ５３分 １７分
五條市－和歌山市（41km） ７０分 ２４分
※ 奈良市は奈良市役所、橿原市は橿原市役所、和歌山市は和歌山 JCT（仮称）付

※ 現在の所要時間は、道路時刻表２００２年度版より算出 

分

１１７７分分

 20
３分
９８
歌山
都府
庫県
 短縮時間 

 ６９分 

 ３６分 

 ４６分 
近として算出。 



（２）地域産業の支援 

現況では、名古屋、和歌山方面へは最寄りのＩＣまで８０分

以上かかっていましたが、京奈和自動車道の整備により、そ

れぞれ約２０分及び３０分となり、「柿」などの果実や地場産

業の製造品の出荷輸送の効率化など、地域産業を支援します。

また、大阪方面へは、南阪奈道路を利用することにより、所

要時間が約３０分短縮されます。 

五條市

京京

兵

柿の葉ずし 

新宮方面 

葛城 IC
関西国際空港 

西名阪 JCT 

面 

和歌山方面 

和歌山ＩＣ 

80

整備なし

整備あり

【凡例】 

         現在ルート 

         整備後ルート 

和

N

富
ふ

有
ゆう

柿
がき

面

 

歌山県
0

葛

和

関

西

歌山ICまで

西国際空港まで

和歌山 IC まで

関西国際空港まで

歌山県

R2

京

R2

京

R2

京

R2

21
都府都府
庫県
21

19

31

20 40

所要

4～大和高田 BP～R24

奈和道

4～大和高田 BP

奈和道

4

奈和道～阪和道

4～南阪奈～阪和道～関空自
名古屋方
各ＩＣアクセス所要時間
大阪方
83

46

85

92

60 80 100

時間（分）

６２分短縮

２７分短縮

５４分短縮

動車道
京奈和道～阪和道～関空
名阪JCTまで西名阪 JCT まで
城ICまで葛城 IC まで
和

45 ４７分短縮



（３）観光振興の支援 

吉野山
吉野水分神社
金峯神社
金峯山寺
吉水神社

大峯山寺

法隆寺

法起寺

興福寺

薬師寺

唐招提寺
東大寺

平城宮跡

平等院
宇治上神社

醍醐寺苔寺

天龍寺
二条城

金閣寺

下賀茂神社

銀閣寺

春日大社

春日山
原始林

高野山町石道

熊野那智大社
青岸渡寺
那智大滝
那智原始林

慈尊院
丹生官省符神社

金剛峯寺

熊野本宮大社

熊野速玉大社

補陀洛山寺

丹生都比売神社

京奈和自動車道の整備により、広域観光ネットワークが形

成され、京都・奈良方面から高野山や、関西国際空港・和

歌山方面から吉野へのアクセス道路として、広域的な観光

振興を支援します。 

■古都
こ と

京都
き ょ う と

の文化財 

■古都
こ と

奈良
な ら

の文化財 

■法
ほ う

隆寺
り ゅ う じ

地域の仏教建造物 

■紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さん けい

道
みち

 

五條道路

■紀伊
き い

山地
さ ん ち

の霊場
れいじょう

と参詣
さん けい

道
みち

 

東寺

清水寺

 

 

 

出典：みち悠々(奈良新聞)

南

は混

の整

南部

めて

ば、奈良に宿泊する観光客も増える。 

 

【凡例】 

●登録遺産 

（茶字は登録遺産である参詣道のルート） 

大峯
おおみね

奥駈
お く が け

道
みち

（天川
てんかわ

村）
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の明日香方面などに向かう道路

雑がひどく、京奈和自動車道など

備が求められる。吉野地域など県

の観光開発につながる整備を進

ほしい。県内観光の範囲が広がれ



五條市

（４）高度医療施設への搬送時間短縮 

京奈和自動車道の整備により、第三次救急医療施設３０分

到達圏域が拡大され、五條市から橿原市内の奈良県立医科大

学附属病院までの搬送時間が約１／３に短縮されます。 
 
京奈和自動車道の整備による第三次救急医療施設３０分到達圏域 

近畿大学医学部附属病院

日本赤十字和歌山医療センター 

和歌山県立医科大学附属病院 【凡

※

五條
ごじょう

道路～大和
や ま と

        

４４

※五條市役所

五條市 

県

第三次救急医療施設３０分

到達圏の増加人口 

１６万人 
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奈良県立奈良病院 
奈良県立医科大学附属病院 
例】

 

30分到達圏域（計画）

30分到達圏域（現況）

第三次救急医療施設

京奈和自動車道
五條市から最も近い第三次救急医療

施設までの搬送時間 
御所
ご せ

道路（御所
ご せ

          （（距距

８８分分  ⇒⇒  １
奈良県立医科

大学附属病院
入

区間）～大和高田
や ま と た か だ

BP

離離 LL==２２２２kkmm））  

１６６分分  
※橿原市 
第三次救急医療施設とは、脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷等の重篤な患者を 24 時間 体制で受け

れ、高度の診療を提供する救急救命センター等の医療施設。 
奈良県
和歌山
京都府



（５）地域開発の支援 

五條道路を含む京奈和自動車道の整備により、高速道路ネ

ットワークが形成され、沿線地域から高速道路へのアクセ

スが向上することから、住宅団地や工業団地等の開発を支

援します。 
 

テクノパークなら 

 

 

 

 

 

 
南
みなみ

大和
やまと

田園都市牧野 B 地区 

Ｎ

紀ノ川

御所市

五條市

五条駅

大和二見駅

北
宇
智
駅

和歌山県

奈良県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線

都
 富

田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

 

 
 牧野 B 地区   北宇智工業団地

五條市5万人の 

森林公園事業  南大和田園都市

岡地区  

 
 南
牧野 A 地区  

  エルベタウン 
写真①

 
 テクノパークなら 

 

 

※ＩＣ名はすべて仮称 

至 京都市 

至 市 

五條
ごじょう

北
きた

IC 

エルベタウン

ら 
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テクノパークな
写真① 
 和歌山
大和田園都市 
南大和田園都市



 

 

 

 

路 線

事 業

延  

 

□ 便 

 

基準年 

基準年に

る現在価

□ 費 

 

基準年 

単純合計

基準年に

る現在価

 

□ 算定

費用便益

 

Ｂ／Ｃ

 

   

 

 

 

 

 

費用便益比の算定（事業全体） 

 名 一般国道２４号 京奈和自動車道 

 名 五條道路 

 長 ７．９ｋｍ 

益 

走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

平成１６年度 

おけ

値 
３,４５０億円 ２２７億円 ６０億円 ３,７４０億円

・・・（B） 

用 

事業費 維持修繕費 合計 

平成１６年度 

 ７４５億円 ８５億円 ８３０億円 

おけ

値 
８２４億円 ３０億円 ８５４億円 

・・・（C） 

結果 

比（ＣＢＲ） 

 ＝  

  

＝             ＝  ４．４ 

便益の現在価値の合計（Ｂ）

費用の現在価値の合計（Ｃ）

３，７４０億円

８５４億円 
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路 線 

事 業 

延   

 

□ 便 益

 

基準年 

基準年にお

る現在価値

□ 費 用

 

基準年 

単純合計 

基準年にお

る現在価値

 

□ 算定結

費用便益比

 

Ｂ／Ｃ 

 

    

 

 

 

費用便益比の算定（残事業） 

名 一般国道２４号 京奈和自動車道 

名 五條道路 

長 ７．９ｋｍ 

 

走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

平成１６年度 

け

 
３,４５０億円 ２２７億円 ６０億円 ３,７４０億円

・・・（B） 

 

事業費 維持修繕費 合計 

平成１６年度 

２３３億円 ８５億円 ３１９億円 

け

 
２０３億円 ３０億円 ２３３億円 

・・・（C） 

果 

（ＣＢＲ） 

＝  

 

＝             ＝  １６．１ 

便益の現在価値の合計（Ｂ）

費用の現在価値の合計（Ｃ）

３，７４０億円

２３３億円 

26



 

 

 

五

と

合

を

年

ま

 

施

術

に

 
 

 

 

 

 

 

 

コスト縮減や代替立案等の可能性 

條道路については、周辺の土地利用状況、主要幹線道路

の接続をはじめ、大規模宅地開発等のまちづくりとの整

を勘案した合理的な計画であり、用地については９１％

既に買収済みであることから、現計画に基づき平成１７

度全線暫定供用を目指し、引き続き事業を推進していき

す。 

工にあたっては、設計時における道路構造の工夫や新技

の積極的な活用、建設発生土の有効利用等のコスト縮減

努めていきます。 
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（１）事業の必要

・京奈和自動

より広域的な

備が求められ

・五條道路は

通混雑の緩和

大による地域

れています。

・今後、五條

する費用対効

が非常に高い

 

（２）事業の進捗

用地取得は９

いるところで

事業を推進し

 

（３）コスト縮減

見解 

・五條道路に

道路等との接

りとの整合を

ていることか

ていきます。

・施工にあた

な活用、建設

きます。 

 

対 応 方 針 

性等に関する視点からの見解 

車道は、京都、奈良、和歌山の連携強化に

都市圏の活性化を図る路線として早期整

ています。 

、京奈和自動車道の一部として五條市の交

、交通安全の確保、生活圏・活動圏の拡

の活性化を図るため、早期整備が求めら

 

道路の整備を図ることによる残事業費に対

果は１６．１であり、事業実施の必要性

事業であると考えます。 

の見込みの視点からの見解 

１％完了し、平成２年度より工事を進めて

あり、平成１７年度全線暫定供用を目標に

ます。 

や代替え立案等の可能性による視点からの

ついては、周辺の土地利用状況、主要幹線

続をはじめ、大規模宅地開発等のまちづく

勘案し選定した最も合理的な計画となっ

ら、引き続き現計画に基づき事業を推進し

 

っては、道路構造の工夫や新技術の積極的

発生土の有効利用等コスト縮減に努めてい

28



◇対応方針（原案） 

 【事業継続】 

京奈和自動車道は、京都・奈良・和歌山間の広域連携を

強化し、都市圏の活性化を図る路線として重要な役割を担

っています。 

その一部を形成する五條道路は、京都、奈良、和歌山の

連携強化により広域的な都市圏の活性化を図るとともに、

国道２４号の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び生活

圏・活動圏の拡大による地域の活性化を図るため、事業促

進が求められています。 

今後とも、引き続き事業を推進し、平成１７年度全線暫

定供用を目指します。 
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チ ェ ッ ク リ ス ト



 

事業再評価にかかる資料 

事業名 一般国道２４号 五條
ごじょう

道路 事業種別 高規格幹線道路 

自：奈良県
な ら け ん

五條市
ご じ ょ う し

居傳町
い で ち ょ う

起終点 

至：奈良県
な ら け ん

五條市
ご じ ょ う し

畑田
はたけだ

町
ちょう

延 長 ７.９ｋｍ 

事業化 昭和４８年度 都市計画決定 昭和６２年２月 

用地着手 昭和６３年度 工事着手 平成２年度 

事

業

の

概

要 

全体事業費 約７７０億円 

事

業

の

目

的 

国道２４号は、京都市を起点とし、奈良市を経由して和歌山市に至る延長約１６０ｋｍ

の主要幹線道路です。 

奈良県五條市は、紀ノ川沿いに広がった平野を中心に人口が集中していますが、広域的

な幹線道路は２車線の国道２４号のみであり、高速道路が未整備な地域であることから、

生活圏・活動圏の拡大のため規格の高い道路の整備が求められています。また、国道２４

号では、交通渋滞や交通事故が多発しています。 

五條道路は、京都・奈良・和歌山を結ぶ延長約１２０ｋｍの京奈和自動車道の一部とし

て、奈良県五條市
ごじょうし

居傳
い で

町
ちょう

から五條市
ごじょうし

畑田
はたけだ

町
ちょう

間に計画された自動車専用道路で、京都、

奈良、和歌山の連携強化により広域的な都市圏の活性化を図るとともに、国道２４号の交

通混雑の緩和、交通安全の確保及び生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化を図ること

を目的に計画された高規格幹線道路です。 

位

置

図 

 

 2

N 



 

 

Ｎ

紀ノ川

御所市

五條市

五条駅

大和二見駅

北
宇
智
駅

和歌山県

奈良県

橋本市

市 荒坂線

県　西佐味中之線
都
 富

田
林
五
條
線

都
 五

條
北
部
幹
線

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線

至和歌山市
至京都市

五條西ＩＣ
五條ＩＣ

五條北ＩＣ

事業名 一般国道２４号 五條
ごじょう

道路
ど う ろ

事業種別 高規格幹線道路 

執行済み額 事業費：約４６０億円（進捗率５９％） 

事業の進捗状況  

 

・昭和４８年度 事 業 化 五條
ごじょう

バイパス L=6.4km 

・昭和６２年２月 都市計画決定（１種３級） 

・昭和６３年度 用地着手  

・平成元年 「一般国道の自動車専用道路」として整備計画決定 

・平成２年度 工事着手  

・平成３年１月 都市計画変更（１種２級）五條
ごじょう

道路L=7.9km 

  

五條道路の用地買収にあたり、公図が全線にわたり混乱していたことから、公図の訂

正を含め、用地買収に時間を要しました。また、一部には任意買収の困難な案件もあり、

早期に用地取得を完了させるため、現在土地収用法に基づく手続きを進めています。 

また、ほぼ全線にわたり埋蔵文化財が分布しており、発掘調査を行いながら、事業を

進めてきました。 

 

供用目標等今後の事業の見通し  

事

業

の

進

捗

状

況 

・用地取得は９１％完了しており、引き続き事業を推進し、平成１７年度全線暫定供用を目

指します。 

※ＩＣ名はすべて仮称

(

起)

五
條
市
居
傳

ご

じ

ょ

う

し

い

で

町
ち
ょ
う

（
終
）
五
條
市

ご

じ

ょ

う

し

畑
田

は
た
け
だ

町
ち
ょ
う 

L=4 .47kmL=3 .46km 

五 條 道 路   L = 7 . 9 k m  
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１．活力
● 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

■ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

■
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス
路線が期待できる

■ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

物流効率化
の支援 ■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる

■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる

都市の再生
□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

■ 三大都市圏の環状道路を形成する

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

国土・地域
ネットワーク
の構築

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる

個性ある
地域の形成 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

■ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

２．暮らし 安全で
安心できる
くらしの確保

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

□
並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少によ
り当該区間の安全性の向上が期待できる

災害への備え
■

対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画
に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」
という）として位置づけあり

■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する

４．環境 地球環境の
保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

生活環境の
改善・保全

● 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率

● 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率

■
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ること
が期待される区間がある

□ その他、環境や景観上の効果が期待される

５．その他 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
との関係 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

その他
■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される

円滑な
モビリティの
確保

事業名 一般国道２４号 五條道路 事業種別 高規格幹線道路 

事

業

を

巡

る
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会
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等

の
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客観的評価指標 
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事業名 一般国道２４号 五條道路 事業種別 高規格幹線道路 

再評価実施時点における評価指標該当項目  

１．活力 ～円滑なモビリティの確保～ 

 ○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

  ・国道２４号現道区間の渋滞損失時間は約４４０万人・時間／年である。 

  ・当該事業により、渋滞損失時間は約１３万人・時間／年となり、約９７％が削減される。 

４．環境 ～地球環境の保全、生活環境の改善・保全～ 

 ○対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量 

  ・国道２４号現道区間のＣＯ２排出量は約４１６６万ｔ－ｃ／年である。 

  ・当該事業により、ＣＯ２の排出量は約４１６４万ｔ－ｃ／年となり、約０．１％削減される。 

 ○現道等における自動車からのＮＯ２排出削減率 

  ・国道２４号現道区間のＮＯ２の排出量は約１９２ｔである。 

  ・当該事業により、ＮＯ２の排出量は約３４ｔ／年となり、約８２％削減される。 

 ○現道等における自動車からのＳＰＭ排出削減率 

  ・国道２４号現道区間のＳＰＭの排出量は約１８ｔである。 

  ・当該事業により、ＳＰＭの排出量は約３ｔ／年となり、約８２％削減される。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境の変化等  

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
等
の
変
化 

五條
ごじょう

道路
ど う ろ

の沿線の五條市では人口が昭和４５年から平成１２年にかけて約１．０４倍に、

自動車保有台数は約３．７１倍に大幅増加している。 

事
業
採
択
時
の
費
用
対 

効
果
分
析
の
要
因
の
変
化 

 【事業全体】 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝４．４ 

（基準年次：平成１６年、検討年次４０年間で算出） 

 

 【残事業】 

○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝１６．１ 

（基準年次：平成１６年、検討年次４０年間で算出） 

コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案 

立
案
等
の
可
能
性 

五條道路については、周辺の土地利用状況、主要幹線道路との接続をはじめ、大規模宅地

開発等のまちづくりとの整合を勘案した合理的な計画であり、用地については９１％を既に

買収済みであることから、現計画に基づき平成１７年度全線暫定供用を目指し、引き続き事

業を推進していきます。 

施工にあたっては、設計時における道路構造の工夫や新技術の積極的な活用、建設発生土

の有効利用等のコスト縮減に努めていきます。 

 

地
方
公
共
団
体
の
意
見 

奈 良 県 ・・・・・・・・・・ 京奈和自動車道の早期完成を要望 

 五條市等県下４６全市町村 ・・・ 京奈和自動車道の早期完成を要望 

対
応
方
針 

事務局案 事業継続 

（理由） 

京都、奈良、和歌山の連携強化により広域的な都市圏の活性化を図るとともに、国道２４

号の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び生活圏・活動圏の拡大による地域の活性化を図る

ため、事業促進が求められています。今後とも、引き続き事業を推進し、平成１７年度全線

暫定供用を目指します。 
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